
３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　公立の義務教育諸学校等施設の老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】　　目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（２）　地震、津波等の災害に備えるための整備

【目標の達成状況】　　目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　防犯対策など安全性の確保を図る整備

【目標の達成状況】　　目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

同校は災害時に避難所となることから、洋式トイレの整備やエアコンの整備、エレベータの設置な
ど、災害に備えるための整備を実施した。

長寿命化改修工事を実施し、屋根や断熱の更新等の老朽化対策を図ることで、子どもたちの安全
性の確保を図る整備を実施した。

（様式２）

施設整備計画の目標は達成できた

教育委員会事務局内で事後評価を行い、岡谷市ホームページにて公表

令和4年3月30日

老朽化が進んでいた岡谷東部中学校管理教室棟の長寿命化改修工事を実施したことで、施設の
老朽化を対策を図ることができた。



（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】　　目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】　　目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．　改築後の危険建物等のとりこわし状況

開かれた学校づくりのため、だれもが安全で安心して利用できるようスロープ・多目的トイレ、エレ
ベータ等を設置し、バリアフリー化を進める整備を実施した。
長地小学校では、洋式トイレの整備をすすめ、洋式化率78.5%を実現し、子どもたちの安全で快適
な学習環境の提供を実現した。

だれもが安全で快適に利用できるようスロープ・多目的トイレ、エレベータ等の設置を行い、バリア
フリー化に配慮した施設整備を実施した。


